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研究室HP（日本語） http://webpark1967.sakura.ne.jp/shiba/

テーマ：世界的視野に立った国際物流シミュレーション・分析モデル
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一帯一路政策のシミュレーション

①貨物（コンテナ）から見た物流モデル：
世界規模のインターモーダル国際物流ネットワークモデル

②船から見た物流モデル：船舶動静データを活用した物流分析
③国際貿易モデルを活用した国際物流政策等の

経済インパクト計測

近著「グローバル・ロジスティクス
・ネットワーク」（成山堂，2019）
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コロナ禍で物流は逼迫していたか？

マスクの品切れ

トイレットペーパーの買い占め騒動

航空貨物輸送の停止
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物流は，世界中で止まっていません

（日経新聞，20/03/29付け）

農水省HP
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もちろんその裏には通常時以上の努力があります

https://unctad.org/system/files/official-document/dtlinf2020d2_en.pdf

1. Process optimization
 Expediting import procedures (e.g. pre-

arrival processing, fast-track lanes, 
prioritization, trusted traders)

 Relaxing procedures (e.g. simplification of 
declarations, minimizing requirements, 
inspection flexibility)

 Temporary admission

2. Cost reduction 
 Flexibilities regarding payments, interests 

and guarantees
 Tariff reductions 

3. Transparency and cooperation enhancement 

4. Full display of technology
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http://www.focusontransport.co.za/border-post-meltdown/

http://www.focusontransport.co.za/border-post-meltdown/
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 貿易バランスの変化による港湾混雑の悪化

https://wired.jp/2020/05/20/pandemic-strands-ship-crews-sea-others-shore/

新型コロナウイルスの影響で上陸できない15万人もの船員たちが、
いまも海を“漂流”し続けている

https://www.jmd.co.jp/article.php?no=257227

東京港、バンプール混雑。空コンテナ増加、作業効率悪化

（日本海事新聞5/21）

https://wired.jp/2020/05/20/pandemic-strands-ship-crews-sea-others-shore/
https://www.jmd.co.jp/article.php?no=257227
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航空輸送の代替手段としての中欧班列（中国・欧州
間鉄道輸送）の増加
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２週間隔離 承知のうえで訪中 モンゴル大統領，友好誇示
（東京新聞 2020/2/29）

https://www.tokyo-np.co.jp/article/26315

https://www.tokyo-np.co.jp/article/26315


最終目的ではなく、他の最終的な目的を達成する
ために必要とされる

⇔ 本源的需要 （貿易，交易）

物流は「派生」需要
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船舶自動識別装置（AIS）データに基づく
全世界から日本（４島）への入港船舶数

隻
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隻

日本への旅客船（クルーズ，フェリー）入港船舶数
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日本への船種別入港船舶数（対2019年同週比）

 旅客船を除けば，影響は限定的

 ただし最近の自動車航送船にみられるように，経済の混乱を受けた海上物流量の変化
はこれから本格化すると予想される

 海上物流量は資源価格・燃料価格の変動の影響も大きく受ける
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COVID-19パンデミックの教訓

グローバル化の功罪

人と物の移動需要／バランスの劇的な変化

レジリエントな経済／サプライチェーンネットワークの重要性

 グローバル化の進展がもたらす感染拡大の加速

 モノ，カネ，情報の世界を跨ぐシームレスな流通・伝播

 オンライン化による出張・通勤不要論

 宅配（EC）需要の増大

 移動における人と物の優先順位の逆転？（ex. 航空輸送需要）

 投資の分散 vs 集中

 先進国への回帰？ 新興国への進出？
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ポストコロナ時代の物流・海運分野の展望

サプライチェーンの観点から見た投資の分散と
集中のトレードオフ

物流ターミナルや輸送におけるさらなるIT化，
省人化，無人化

景気回復の起爆剤としての成長シーズの追求
（水素社会など）

（１）当面の課題
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Japanese ‘Cyberport’ Plan
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ポストコロナ時代の物流・海運分野の展望

ECの発展が物流や都市のあり方をどう変えるか？

世界経済の画一化／レジリエンス性の向上に伴う
世界経済の発展の方向性（regional tradeの進展，
ブロック経済化の進行）

社会の安定化装置としての物流の役割

（２）より長期的な展望
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